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Ⅱ
（
木
）

町
制
施
行
釦
間
年

夏
ま
つ
り
前
夜
祭
嗣
時
〕

暇
Ｈ
（
金
）

小
・
中
学
校
パ
レ
ー
ド〔

ｍ
時
〕

仮
装
行
列
園
時
〕

派
稗
民
謡
大
会

（
斎
藤
又
四
郎
）
〔
廻
時
〕

ネ
ブ
タ
合
川
連
行
〔
四
時
〕

盆
踊
大
会
〔
即
時
〕

猫
川
（
北
）

蝶
下
登
山
ば
や
し
大
会

少
年
荒
馬
お
ど
り

少
年
奴
お
ど
り

服
調
奴
お
ど
り
〔
、
時
〕

県
下
カ
ラ
オ
ケ
大
会
〔
ｎ
時
〕

町
内
対
抗
綱
引
大
会
届
時
〕

ネ
プ
タ
合
同
運
行
〔
的
時
〕

盆
踊
大
会
〔
加
時
〕

”
川
（
Ⅱ
）

ネ
ブ
タ
合
川
運
行
〔
９
時
〕

盆
踊
大
会
〔
即
時
〕

…
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県
下
一
斉
に
交
通
死
亡
嚥
故

防
止
非
荊
聯
態
宜
言
が
出
さ
れ

て
い
な
が
ら
も
、
交
通
噸
故
は

毎
日
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
民
に
も
っ
と
交

通
安
全
の
意
識
を
商
め
て
も
ら

お
う
と
、
金
木
町
交
通
安
全
対

策
協
蟻
会
で
は
、
七
月
十
八
Ｈ

金
木
町
中
央
公
民
館
で
、
昭
和

五
十
五
年
金
木
町
交
通
安
全
総

み
ん
な
で
篝
っ

新
助

交
通
安
全
総
決
起
大
会
開
か
れ
る

一
一
・
．
一
げ
魁

ヤ

沢
田
由
男
氏

七
月
四
日
の
臨
時
議
会
で

役
に 決

起
大
会
を
間
催
し
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
昭
側
兀
卜
三
年

に
川
、
で
発
生
し
た
死
亡
蛎
故

以
来
、
八
川
一
Ⅱ
現
代
で
し
、

八
卜
川
間
ほ
ど
死
亡
蛎
故
は
な

い
も
の
の
、
交
通
三
鯉
の
ス
ピ

ー
ド
の
川
し
過
ぎ
艇
免
詐
、
澗

酔
い
運
転
は
い
っ
こ
う
に
跡
を

絶
た
な
い
た
め
、
町
民
一
丸
と

な
っ
て
の
交
通
蛎
故
撲
滅
迎
肋

川
小
町
長
が
二
月
十
一
冊
に

就
任
し
て
以
来
、
助
役
が
空
席

で
そ
の
選
任
が
急
が
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
七
川
川
Ⅱ
開
会
の

第
両
二
十
Ⅲ
町
議
会
臨
時
会
で

助
役
人
桝
が
可
決
と
な
り
、
新

助
役
に
元
町
鍍
会
織
風
の
沢
川●

川
男
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

沢
川
氏
は
、
大
旺
十
年
唯
れ

昭
和
十
七
年
尚
年
学
校
研
究

科
卒
業

〃
星
十
七
年
腱
業
共
済
組
合

役
貝
（
二
卜
年
）

〃
三
十
五
年
金
木
町
農
業
委

風
（
七
期
）

〃
四
十
九
年
金
木
町
議
会
縦

幽
三
期
）

を
勝
め
、
現
在
に
在
っ
て
お
り

ま
す
。

が
Ⅱ
ご
ろ
か
ら
股
間
さ
れ
て
い

ま
す
。入

会
に
は
二
，
五
卜
名
が
参

加
し
、
交
通
瓶
故
死
箭
へ
黙
と

う
を
行
い
、
町
展
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
決
意
表
川
が
各
立
場
よ

り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
雌
後
に
、

「
交
迪
椛
故
の
な
い
明
る
い
郷

士
を
築
く
た
め
、
次
の
こ
と
を

町
民
総
ぐ
る
み
で
実
践
す
る
こ

と
を
密
い
ま
す
。
一
、
譲
り
あ

い
の
心
を
持
ち
、
暴
走
飲
酒
連

雁
は
し
ま
せ
ん
。
一
、
帷
し
い

町
民
待
穀
の
芦
野
公
園
内
の

登
仙
崎
か
ら
対
岸
へ
の
つ
り
橋

が
六
月
末
に
完
成
し
、
七
川
十

一
ｎ
、
つ
り
橘
前
で
修
祓
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
り
橘
は
、
総
正
凹
八

千
二
両
三
十
八
万
脚
千
円
、
全

挺
百
・
一
十
八
・
七
五
メ
ー
ト
ル

巾
風
一
・
六
メ
ー
ト
ル
で
、
昭

椥
八
十
門
年
度
緑
の
村
整
備
蝋

公
園
に
つ
り
橋
完
成

(大会風景）

●
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
実
践

し
ま
す
。
一
、
ｆ
供
と
老
人
を

伽
故
か
ら
守
り
ま
す
。
一
、
家

庭
を
猟
故
防
止
の
拠
点
と
し
ま

す
。
」
と
、
大
会
穴
言
を
行
い
、

死
亡
樅
故
の
撲
滅
を
誓
い
ま
し

◎

た業
で
昨
年
十
二
月
よ
り
建
設
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

こ
の
蝋
業
で
対
岸
を
周
遊
で
き

る
遊
歩
道
も
舗
装
盤
術
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
完
成
に
よ
り
、
芦
野
公

剛
に
名
物
が
ふ
え
、
公
閣
内
の

周
遊
コ
ー
ス
が
ま
た
一
つ
ふ
え

ま
し
た
。

な
お
、
対
岸
に
は
町
民
憩
い (決意表明を述べる喜良市小の伊藤明徳君）

I
友
だ
ち
と
体
力
づ
く
り
に

歩
こ
う
会

毎
週
、
唯
川
と
木
雁
側
の
二

Ｍ
、
朝
六
時
か
ら
、
歩
こ
う
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
周
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
の
歩
こ
う

会
は
、
夏
バ
テ
予
防
と
友
だ
ち

づ
く
り
に
般
適
。
家
族
み
ん
な

で
参
加
す
れ
ば
、
家
庭
内
の
健

峻
は
万
全
。

参
加
す
る
人
は
、
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
服
装
に
ズ
ッ
ク
を
は

い
て
、
朝
六
時
ま
で
に
役
場
前

へ
集
合
し
て
下
さ
い
。

の
場
と
し
て
の
施
設
を
建
設
す

る
予
定
で
す
。

態§
一
】

》
ｒ
■

－
０
一

(2），
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救
急
車
「
共
済
号
」
を
寄
贈

「
地
域
住
民
の
人
命
救
助
に

役
立
て
て
下
さ
い
」
と
、
蝶
共

済
農
協
連
合
会
（
工
藤
幸
市
会

長
）
よ
り
「
救
急
自
動
車
・
農

協
の
共
済
号
」
が
、
津
軽
北
部

消
防
事
務
組
合
に
寄
贈
さ
れ
、

そ
の
賄
呈
式
が
、
七
月
十
六
円

金
木
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
共
済
号
は
日
産
キ

ャ
ラ
バ
ン
（
約
二
百
六
十
万
円
）

で
金
木
消
防
署
に
配
属
さ
れ
、

救
急
活
動
の
任
務
に
つ
い
て
い

ま
す
。

通－3
ｒ
『

ア
メ
リ
カ
へ

十
一
名
の
研
傭
生

陸
奥
新
報
社
主
雌
の
夏
休
み

海
外
研
修
へ
、
對
町
か
ら
十
一

名
の
中
・
商
校
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
研
修
地
は
、
ア
メ
リ
カ
の

ス
タ
ン
ウ
ッ
ト
町
と
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
市
で
、
研
修
予
定
は
一
ヵ

川
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
機
会
に
ス
タ

ン
ウ
ッ
ト
町
と
友
交
を
結
ぶ
た

め
、
七
月
十
九
川
に
開
催
し
た

壮
行
会
で
、
研
修
生
に
ス
タ
ン

ウ
ッ
ト
町
長
あ
て
の
川
巾
町
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
名
物
の
ヒ
バ

コ
ケ
シ
を
託
し
ま
し
た
。

十
一
名
の
研
修
生
は
、
二
十

二
日
、
元
気
な
姿
で
日
本
を
飛

び
た
ち
ま
し
た
。

『

h、j
1

随
●

小
川
町
子
供
会
よ
り
寄
付

小
川
町
子
供
会
（
花
川
安
雄

会
長
）
か
ら
金
木
町
社
会
棉
祉

協
繊
会
へ
七
千
八
両
円
が
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
Ｍ
子
供
会
で
は
、

あ
な
た
の
会
合
に

町
長
が
出
席
し
ま
す
。

町
内
会
や
行
年
川
の
会
合
な

ど
で
、
町
政
に
つ
い
て
の
簡
間

や
要
認
な
ど
が
川
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
会
合
が
あ

る
時
は
、
蛎
前
に
企
画
室
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
町
長
と
楓

当
裸
長
が
会
合
に
川
席
し
て
、

衝
問
等
に
お
答
え
し
ま
す
。

な
お
、
町
踵
の
予
定
も
あ
り

ま
す
の
で
、
申
込
み
は
会
合
の

川
の
五
Ⅱ
前
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

ト
レ
セ
ン
で

体
力
の
若
返
り
を

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
無
料
で
体
力
テ
ス

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も

家
頼
に
お
わ
れ
て
い
る
お
母
さ

ん
や
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
の

お
年
寄
り
の
方
、
ぜ
ひ
テ
ス
ト

ご
利
擢
乖
さ
一
い
壁

可
ｐ
４
ｂ
ｑ
卜
も
、
ｑ
ロ
グ
４
，
町
６

を
受
け
て
若
返
り
ま
し
ょ
う
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
川
本
体
育

大
学
を
卒
業
し
た
指
導
凸
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
し
か
た
な
ど

に
つ
い
て
親
切
に
指
導
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

お
湯
と
会
合
に

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
Ｉ

柵
祉
セ
ン
タ
ー
の
温
泉
に
は

も
う
入
り
ま
し
た
か
。
お
年
寄

り
の
方
は
、
週
一
Ｍ
（
た
だ
し
、

利
用
川
は
月
・
火
・
水
の
み
）

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
中
に
は

大
広
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、
会

合
に
は
ぴ
っ
た
り
。
温
泉
に
入

り
な
が
ら
会
議
を
す
れ
ば
、
よ

い
ア
イ
デ
ア
も
浮
か
ぶ
と
い
う

も
の
。入

館
料
は
、
大
人
（
十
五
才

以
上
）
は
三
百
円
、
小
人
（
六

才
以
上
十
門
才
ま
で
）
二
百
円

で
す
。
他
市
町
村
の
方
は
、
こ

町
内
の
八
幡
窟
の
大
祭
時
に
塊

内
に
お
い
て
食
堂
を
開
き
、
そ

の
売
上
げ
の
一
部
を
寄
付
し
た

も
の
で
す
。

寄
付
金
は
、
社
会
編
祉
管
金

に
使
わ
れ
ま
す
。

脾
氏
吟
〃
令
吟
も
吟
＆
小
ク
貧
り
斜
労
も
肥

●

昭
和
五
十
九
年
度
一
・
二
級

ボ
イ
ラ
ー
技
士
試
験
が
九
月
二

十
五
川
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
実
技
継
習
会
と
試

験
誰
備
識
習
会
を
次
の
と
お
り

開
樅
し
ま
す
の
で
、
受
識
希
望

荷
は
西
北
労
働
基
蛎
協
会
へ
お

申
込
み
下
さ
い
。

〈
実
技
講
習
会
〉

○
側
時
八
月
二
十
、
～
二
十

二
日
（
午
前
九
時
～

午
後
五
時
）

○
会
場
五
所
川
原
市
新
宮
町

西
北
労
働
基
準
協
会

○
受
講
料
七
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
は
別
）

※
講
習
修
了
者
に
限
り
二
級
ボ

イ
ラ
ー
技
士
試
験
の
受
験
資
格

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

〈
試
験
準
備
術
習
会
〉

○
日
時
九
月
十
六
日
～
十
九

川
（
午
前
九
時
～
午

後
五
時
）
・

○
会
場
西
北
労
働
基
準
協
会

○
受
講
料
九
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
は
別
）

れ
よ
り
間
円
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
時
間
は
午
前
九
時
（
渦

一
・
二
級
ボ
イ
ラ
ー

技
士
試
験
の
講
習
会
開
催

泉
は
十
時
）
か
ら
午
後
九
時
ま

で
で
す
。

※
テ
キ
ス
ト
代
二
千
三
百
円

（
実
技
・
準
備
共
）

※
定
員
八
十
五
名
（
実
技
・

鵡
備
共
）

※
申
込
期
Ⅱ
八
月
十
八
Ｈ
（

定
員
に
達
し
し
だ
い
締
切
り
ま

す
。
）伝

統
芸
能
を

い
つ
ま
で
も
／
、

荒
馬
会
員
募
集
中

金
木
町
を
代
表
す
る
伝
統
芸

能
荒
馬
保
存
会
（
徳
田
長
弘
会

長
）
で
は
、
後
継
者
育
成
の
た

め
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
荒
馬

で
夏
バ
テ
を
吹
き
飛
ば
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

入
会
希
望
者
は
、
徳
田
長
弘

釜
木
町
川
端
町
電
話
②
。
：

２
１
８
７
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

j/
〃

／

ノ
1

）
'

／

／
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先
ご
ろ
、
鼎
禰
巾
の
化
学
工

場
に
起
問
す
る
蛎
油
の
流
川
蛎

故
が
発
生
し
、
テ
レ
ビ
・
新
川

紙
上
等
で
報
逆
さ
れ
た
こ
と
は

住
民
の
拷
さ
ん
も
す
で
に
御
承

知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、

去
る
七
〃
九
Ⅱ
に
は
、
浪
岡
町

の
ブ
ロ
ッ
ク
正
場
に
起
閃
す
る

廃
油
の
流
出
珈
故
が
発
樅
い
た

し
ま
し
た
。

特
に
、
こ
の
工
場
で
は
昭
利

凹
十
八
年
か
ら
消
防
法
に
違
反

し
て
、
無
許
可
で
並
油
貯
蔵
川

の
タ
ン
ク
（
八
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）

を
股
慨
し
て
い
た
ほ
か
、
ボ
イ

ラ
ー
室
に
お
け
る
危
険
物
の
使

用
に
つ
い
て
も
町
条
例
に
よ
る

冊
出
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
不
法
に
危
険
物
が
取
り

扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

て
お
り
ま
す
。

雌
近
に
お
い
て
、
机
次
い
で

こ
の
よ
う
な
油
の
流
川
聯
故
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
は
極
め
て

出
生

防
本
部
か
ら
の
お
願
い

肖
、
『
△
々
▼

（
大
川
分
）

別
坪
以
下
の
家
を
新
築
、
ま
た
は
燗
改
築
し
た

方
は
、
県
税
蛎
務
所
へ
川
け
て
ド
さ
い
。

税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
税
務
課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

愛
胆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
Ⅸ

場
・
作
業
場
郡
に
お
け
る
防
災

意
搬
の
向
肚
と
硝
対
策
の
充
災

が
趣
が
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の

取
締
り
に
当
た
る
消
防
機
関
の

指
導
の
一
肘
の
炊
化
も
強
く
胡

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

消
防
機
関
（
消
防
本
部
消
防

将
・
分
群
）
に
お
い
て
は
存
・

秋
の
火
災
予
防
巡
助
の
前
後
に

姉
年
危
険
物
施
投
の
立
入
検
盃

を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
危
険
物
（
灯
油
・
擁

油
・
亜
油
等
）
を
貯
蔵
又
は
取

り
扱
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
Ｋ

場
・
作
業
場
へ
の
立
人
検
介
に

つ
い
て
も
併
せ
て
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
危
険
物
の
述
法
貯

蔵
、
不
法
虎
姫
、
流
川
群
に
つ

い
て
苑
兄
し
だ
い
、
消
防
本
部
、

消
防
稗
、
分
科
群
へ
通
報
下
さ

る
よ
う
何
分
の
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
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川
村
巧

向
川
幸
奈

工
潟
払
祁

今
惟
子

刑
橘
他
刑

伊
藤
佳
範

斉
膝
恵
収
喬

爪
藤
忍

野
滴
幸

打
戸
谷
卓
哉

木
川
呑
織

、
川
裕
霊

阿
部
光
子

町
ｆ
十
一
・
Ｊ

・
汁
４
Ｊ
一
／
ｆ

災
厄
淵

花
川
洋
ｒ

今
雅

膝
谷
忠
ｆ結
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（
蒋
之
助
）
稲
川

（
棚
叫
）
金
水

（
佐
巾
）
川
、

（
勉
）
束
求
部

（
俊
兜
）
溌
瀬

（
行
叫
）
巾
吸
町

（
稔
）
木
造
町

（
低
）
金
木

（
六
川
分
）
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今
佐
之
七

近
藤
作
近
郎

小
野
キ
ヨ

泉
谷
佐
兵
術

、
川
吹
太
郎

、
川
久
次
郎 死

亡
一ヘヘヘヘヘヘ

726584676985
ー－酋一一…ー

砿
次
郎
）
金
木

（
沸
作
）
八
所
巾

（
腹
二
間
知
喋

旺
次
）
川
倉

（
繁
二
金
木

（
界
二
）
北
海
道

（
秀
照
）
川
倉

（
油
治
）
小
眼
町

（
き
ゑ
）
中
醗
町

（
文
明
）
時
川

（
行
雄
）
巾
柏
木

（
徳
治
）
弘
前
巾

（
利
彦
）
岡
山
媒

二
郎
）
喜
良
市

（
里
兄
）
南
城
県

良
三
）
金
木

（
茂
）
弘
前
巾

（
鉄
雄
）
金
木

コニ
ノ､

月
分・金川金再

〃 〃良
水禽木1ij

●
火
葬
場
わ
き
の
ゴ
ミ
捨
て
場

へ
、
家
を
と
り
こ
わ
し
た
際
に

Ⅱ
た
ゴ
ミ
群
を
楡
て
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
迩
搬
時
に
道
銘
へ

ゴ
ミ
を
藩
と
し
て
い
る
の
で
路

線
の
化
雌
が
州
っ
て
い
ま
す
。

迦
搬
の
時
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
カ

バ
ー
を
被
せ
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。ま

た
、
ゴ
ミ
捨
て
場
を
使
用

す
る
際
は
、
悦
前
に
民
生
課
よ

り
許
可
を
受
け
て
ド
さ
い
。
許

可
を
受
け
て
い
な
い
と
、
ゴ
ミ

捨
て
場
は
使
用
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
金
木
町
体
行
協
会
柔
道
部
で

は
柔
道
部
貝
の
募
集
を
し
て
い

ま
す
。
夏
バ
テ
予
防
と
体
力
づ

く
り
に
始
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
練
習
は
毎
週
火

・
金
脈
川
の
・
一
Ｍ
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
人
部
希
馴
背
は
、
金
本

服
二
（
兄
崎
町
③
２
３
４
９
）

Ｊ

へ
叩
込
ん
で
ド
さ
い
。

．
夏
ま
つ
り
が
十
五
日
か
ら
十

七
川
ま
で
の
三
川
間
行
わ
れ
ま

す
が
、
役
場
の
駐
車
場
の
利
用

が
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力

下
さ
い
。 編

集
後
記
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